
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月２２日（火）・２３日(水) 

受講者数  ２８名 

    （講師含む） 

○ 他の先生方との関係作り等、学校の中でどのように情報を発信すべきか 

○ 子どもへのアプローチの仕方であったり、教材研究であったり、講師の先生方の経験をもと

にとても勉強になりました。 

○ 授業の実践例や実技を行っていただいて、大変勉強になりました。何をやって良いのか悩ん

でいましたが、この講座のおかげで子どものために今何をしなければならないのか、分かるこ

とができました。 

○ 小であれ中であれ、個々の子ども達に対応したカリキュラムが必要であるが、最終的に長い

目で見て何がその子にとって必要なのか、そのためにまず小学校・中学校でどんな取り組みを

していくのか。黒中の事例における「居場所づくり」は参考になりました。 

○ とても良かった。講師の方達は相談にものっていただけそうで、このつながりを大事にして 

 いきたい。 

○ 今年度初めて支援学級を担当し、この講座にも初めて参加させていただき、大変参考になり

ました。講師の先生方ありがとうございます。 

 

 

 

受講者の方々の声 

長谷川奈穂子先生 

（京極町立京極小学校） 

 安藤 敏浩氏（後志地域サ

ポートセンター） 

佐藤 由美先生 

（古平町立古平小学校） 

丸口 弘之 先生 

（黒松内町立黒松内中学校） 


